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この度は、タカラト＝―「ダイアクロンDA-66ヴァース：：： 
ライザー3号＜c・グフスパー＞」をお買い上げいただきま
して、誠にありがとうこざいます。こ使用の前に、この取
扱説明書 （本書）をよくお読みください。また、読み終
わった後は必す保管しておいてください。

醗扱説明書 lSI立 イラストと皿応る珊紐 あります。

●この商品は対象年齢l5オ以上です。小さなお子様には絶対に与えないでください。●小さな部品がありますので、誤って飲み込むなど思わぬ事故の危険がありますので小さなお子様には絶対に与
えないでください。●尖っている部品があります。取り扱いには十分注意してください。●付属の武器で人をつつく、たた＜等の乱暴な遊びをしないでください。●ロボットの関節などに指をはさまな
いようこ注意ください●ぷつけたり、振り回すなどの乱暴な遊びをしないでください。●可動部のスキマには指などを入れないでください。はさまれてケガをする恐れがあります。●この製品には小
型の磁石が含まれます。磁石を飲み込んだ場合は、腸壁を超えてくつつき、深刻な感染症を起こす恐れがあります。万一、磁石を飲み込んだ場合にはすぐに医師の診察を受けてください。●プラスチック
袋を頭から被ったり、顔を覆ったりしないでください。窒息する恐れがあります。●不測の事故の恐れがありますので、こ使用後は3オ未満のお子様の手の届かないところに保管してください。

〈使用上の注意〉0こ使用の前に同又扱説明書（本書）」をよくお読みください。また読み終わった後は必す保管しておいてください。〇各バーツは無理に曲げたり、引っ張ったりしないでください。〇ダイ
アクロン隊員の足襄にマグネットを使用してあります。テレビ、ゲーム機、時計、バソコン、磁気ディスク、携帯電話やデジタルカメラなどの磁気記録方式の製品には近づけないでください。磁気で機能異
常が起こる場合があります。〇本体を上から押し付けないでください。本体が倒れたり、部品が外れたりする場合があります。0本体をディスプレイする時は、本体が倒れる恐れがありますので不安定な
場所にディスプレイしたり、安定性の悪いボージングでディスブレイしないでください。〇本体を持ち運ぶ際は取付けた部品等を持たす、本体をしっかりと持って運んでください。〇製品の仕様上、変
形の動作を行うと彩色部が剥がれたり、色移りする場合があります。また変形時や部品のつけ外しの際に部品が白くなる事があります。予めこ了承ください。〇本製品を樹脂製の家
具等の上に長時間置くと色が移ったり、貼り付いたりする場合があります。〇包装材は開封後はすぐに捨ててください。

二賢い 国炉 （右） 留笞
E~ャ4紐 （左） レールジョイント (40穴） X2

銃 X2 笞谷

鱒
レールジョイント (30穴）X2 フレームバーツ Xl

疇キャノンバーツ X2

拡張ジョイント AXl

噌暑 ダイアクロン隊員 Xl

●バンフレッ トX1

拡張ジョイントBXl ●取扱説明● （本・ )X1 

日 1 銃の肩への取り付け方 I~り豆遥伽＂颯駐臨態己戸

ジョイント（凸）＼ 雹3畜 i¥ ｀ 銃j芦し竺］ 銃（右） X1 

ジョイント（凸）

ョイント（凹）

ジ3イント（門l-!"la'I心 'frWIな義 >>> 

※銃は左右でバー

ツの形状が異な

りますのでこ注

意ください。

犀胄欝躙
株式会社5カラト三一
〒124-8511東京都葛飾区立石 7-9-10

タカラトミーでは「子どもたちに安全で楽LA,¥おもちゃと夢を」を第一に考えております．そのため、常に
製品に対し研究改良を行っており、お買い上げ時期によって同一製品の中にも多少異なるものや、パッ
ケージの写只やイラストなどと異なる境合がごさいますがご了承ください。製品につきましては、万全の
注意をはらって製造に当だっておりますが、万一お気付きの点がございましたら下記までご連絡ください。

5カラトミーワIIJーフ お客様相談室おかけ11l1違えのないようこ注懇ください
製品の修j9などについては下記お吝ほ祖駁交までお問い合わせください

~ -0570-041031悶翡翌翻霜悶日を捻<I IクカラトミーサポートIm
本製品のお客様サポートは8本国内でのご賎入かつ日本国内からのお問い合わせに限ります。
(Cu如mゴ却士心only如ailable如平ethis product.,..cl,a泣 lnJ呼 naod...,;,叫的mJ四 ndome函 ）

●たのしいタカラトミーの情藉はインターネ、かでwww.takaratomy.co」P cTOMY 

≫〉
ジョイント

バワードス＿ツ本体 Xl クローラ＿ユニット Xl アームユニッ ト Xl カッターバーツ X2 ※本商品は左右共通バーツを使用している箇所がこざいます。

>>> >>> >>> 

コックピッ トハッチを開きます。 ダイアクロン隊員を乗せます。 コックピットハッチを閉じます。

後ろから見た図 前から見た図

クローラーユニッ トのリアクローラーを図のように起こします。

砲身を倒します。

認は言ットの凸部をバワードスーツ本体の凹部にジョイントし、 一
日国声r~亭 ※銃は左右でバーツの

形状が異なりますの

でこ注意ください。

饒（左） X1 銃（右） X1 

①指を開きます。

②銃（右）の凸部を右手の凹部に差し込みます。

※銃（左）も左手に同様に差し込みます。

>>>"' 

指を閉じます。

※左指も同様に閉じます。

日1銃（フォアグリッブ）の持たせ方I

フォアグリッブを

90度回転させます。 グリップを起こします。

>>> 

腕部を調整してフォアグリッブを

左手の凹部に差し込みます。

①銃（左）の凸部を本体の上部左側の凹部に取り付けます。

②銃（右）の凸部を本体の上部右側の凹部に取り付けます。

足部を図のように後方に折りたたみます。

ロ 後ろから見た図 拡大図

ジョイント（凹） ジョイント（凹）

>≫( 

問部を図のように折りたたみ、ジョイントで固定します。

“ 機動モードの上半身を図のように取り外します。

ロ

銃（右）を持たせます。ジ3イント（凹）
※銃（左）も同様に持たせることができます。

と 丘工1バワードスーツ本体上半身の凸部を

アームユニッ トクローラーの凹部に取り付けます。

≫〉

腰部を図のように後方に90度起こします。

a前から見た図

>>> 

脚部を図のように前方に180度回転させ、

ジョイン トで固定します。

ロ 前から見た図

ハッチオープン状態

腕部を図のように持ち上げ、

ジョイントで固定します。 I手首を折りたたみます。 丘 £



＂前から見た図
曰ジョイント（凹）

ジョイント（凹）

ジョイント（凹）

nアームユニット (Aバターン）の
バイルクラッシャーを閉じた状態から変形を始めます。

軸

クローラーユニットの砲塔部バーツを起こします。

クローラーユニットの砲塔部バーツを倒します。

E’ 

>>> 

E 
ジョイント（凸） 、奮＼ョイント（凸）

パ | .lョイノト（凹） ≫ >

暉（左）の凸部を本体の上部左側の凹部に取り付けます。
暉（右）の凸部を本体の上部右側の凹部に取り付けます。

>>> 

>>> 

ポレットモードの凹部をクローラーユニットの凸部に取り付けます。

且 一
日 前から見た図

クローラ一部を左右に引き出します。Iアーム部のグリップを倒します。

アーム部を図のように左右に開きます。

軸

アーム部を回のように閉じます。

口

バイルクラッシャーを図のように開きます。

〉≫

ジョイントを外し、
アーム部を図のように左右に開きます。

軸

a 

バイルクラッシャーを取り外します。
※右のアームからも同様に取り外します。

Iキャノンバーツ（クアドバースター）の取り付け方I

キャノンバーツ（クアドバースター）を取り付けます。※右のアームも同様に取り付けます。

Iカッターバーツ（ディスクリッバー）の取り付け方1

ti., >>> >>> 

E’ 
軸

ジョイント（凸）

>>> 
ジョイント（凹）

>>> 

a 

t アーム部を図のように起こします。

屁

軸

Eil |ダイアクロン隊員の乗せ方I

；ヽ；；な翌起こします。 ”t 
腔

ジョイント（凹）

カッターバーツ（ディスクリッパー）を取り付けます。※右のアームも同様に取り付けます。

1武器バーツの懸架 I

後ろから見た図

>>> 

1バイルクラッシャーの取り付け方 I

≫〉

バイルクラッシャーの凹部を拡張ジョイント Bの凸部にジョイン トし、取り付けます。

|キャノンバーツ（クアドバースター）の取り付け方I
ジョイント（凹）

ダイアクロン隊只を乗せます。

>>> 

>~ 

≫) 

>>> 

アームユニットの凸部に拡張ジョイントBの凹部をジョイントし、取り付けます。 キャノンバーツ（クアドパースター）の凹部を拡張ジョイントBの凸部にジョイントし、取り付けます。

カッターバーツ（ディスクリ ッパー）の取り付け方

>>> 
ジョィシト（凹）

カッターバーツ（ディスクリッバー）の凸部を拡張ジョイントBの凹部にジョイン トし、取り付けます。



日 （習曾 レールジョイント (40穴））

クローラーユニッ ト装阿状態の銃をとった状態から変形させます。

ジョイント（凸）

ョイント（凹）

ジョイント（凹）

>>> 

ョィント（凸）

レールジョイン ト(40穴）の凸部を本体の凹部に取り付けます。

ジョイントを外し、フレームパーツの フレームバーツをレールジョイントに沿ってスライドさせ、
図のバーツを開きます。 1本体に取り付けます。

ロ前から見た区

軸

口後ろから見た図

ジョイント（凸）

口

フレームバーツの図のバーツを閉じ、
ジョイントで固定します。

ジョイント

図た見ら＇ 力
口
鯰

>>> 

>>> 

フレームバーツの凸部をアームユニッ トの凹部にジョイントさせ、取り付けます。

口 I武器バーツの取り付けと懇架I
ジョイント（凹）り曇 ・ 

I 
イント（凸）

クローラーユニットからクローラーバーツを取り外します。

9¥9ョイノト（凹

各ジョイントに図のように武器バーツを取り付けることができます。

日

ジョイントを外し、
アーム部を図のように 180度回転させます。

そ
クローラーバーツを
それぞれ 180度回転させます。

a 

ジョイント（凸｝

バワードスーツ本体の凹部をクローラーバーツの凸部に取り付けます。

アームユニットの凸部をバワードスーツ本体の凹部にジョイントし、取り付けます。

E 
軸

アーム部を図のように閉じます。

アームユニットの凸部に拡張ジョイント Bの凹部をジョイン トし、取り付けます。

ロ前から見た図

>>> 

m
 

アーム部を図のように左右に開きます。

軸

↑
 

｛
 

碑
イヨジ

軸＇ノ

ジョイントを外し、アーム部を図のように起こします。

曰

駐

ー）
軸

）

アーム部を図のように回転させます。

軸

E
 

アーム部を図のように下ろします。

-- 曰

アーム部を図のように起こします。

口 Iアームユニットの取り付け 1 口 口 四 曰

>>> 

座席パーツを倒します。 アーム部のグリップを倒します。 アーム部を図のように起こします。 バイルクラッシャーを図のように開きます。

①（左）の凸部を本体の上部左側の凹部に取り付けます。
暉 （右）の凸部を本体の上部右側の凹部に取り付けます。



E E 四
＂メックモード Bから変形させます。

＾ こ雪»>~亀

曰 日

クローラーユニットの
砲塔部バーツを起こします。

后

図のバネルを起こします。

脚部を図のように
腰部を180度回転させます。I折り曲げます。

つま先とかかとを開きます。

＆ 

"‘ 
曰 -E】

キャノンユニット （別売） の凸部を
ベースユニット（別売）の凹部に取り付けます。

曰前から見た図

暉 （左）の凸部を本体の上部左側の凹部に取り付けます。
②（右）の凸部を本体の上部右側の凹部に取り付けます。
③足を 180度回転させます。 座席バーツを倒します。 アーム部のグリッブを倒します。

口 日

＂  Iトライダッシャー（別売）への強化合体 I
※例としてトライヴァー
ストライダ ッシ ャー
（別売） での強化合体を
説明しています。
他のトライヴァースシ
リーズヘの強化合体も
同様に行うことができ
ます。

ームユニットの ①アーム部を図のように左右に開きます。
Rクローラ一部を左右に開きます。

ロ

nポレットモードから変形させます。 a El 
ジョイント

ジョイン トを外
アーム部を可動させ、
グリッブの凸部をパワードスーツの
手の凹部に差し込みます。

一ロ-つジョイント（凸）

ジョイント（凸）

軸

ジョイントを外し、
アーム部を図のように 180度回転させます。

馳

図のように立たせ、
アーム部の二重ヒンジ
を可動させて伸ばします。

足部を起こします。

つま先とかかとを回の
ょうに折りたたみます。

ジョイントを外し、
脚部を開きます。

①銃／左の凸部を本体の上部左
側の凹部に取り付けます。

②銃／右の凸部を本体の上部右
側の凹部に取り付けます。

ロ 前から見た図

口 後ろから見た図

アームユニットの凸部をトライダッシャ一本体（別売）の凹部に
ジョイン トし、取り付けます。

グリップ ジョイント（凹）

一
アームユニットのアーム部とトライダッ
シャー本体（別売）の腕部を可動させ、
アーム部のグリップをトライダッシャー
本体（別売）の凹部に差し込みます。
※トライダッシャー本体（別売）の指の角
度とアーム部のグリップを調整し差し
込んでください。

グリップ

>>> 


